










































































































  ◇表１ 職員配置数，児童数  
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計 
２ ３ ９ ７ １１ ９ ４１ 
 所長 正職員 嘱託（週４） 嘱託（週２） アルバイト 配置数 
保育士 １ ５ ３  ２ ８．０ 
調理師   ２ ２  ２．０ 
 
  ◇表２ 児童数の推移 
 Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 
年度初め ５８ ５９ ５３ ４７ ３８ ３９ 



















































































































































































































































































































写真⑮ よもぎ団子クッキング 写真⑯ はじめて使う「おくどさん」に興味深々
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コーンは夏の味（写真⑰）である。「ほっぺた
がおちそうや」と笑いながら食べる子ども達は
何ともいえない表情をしていた。今は使われな
くなったおくどさんも活用し、不便を楽しむの
も良い経験になった。
　他に「朴葉寿司」を調理師が弁当にして、散
歩に出掛けたこともあった。昔は農作業の合間
に手軽に食べられると京北域で親しまれてきた
が、今では見かけることは少なくなった。子ど
もに経験させたり、保護者にも作り方を伝える
などして、地域の食文化を積極的に伝えていき
たい。
８　保育を発信する
　　〜保育を伝え、繋げていく〜
　積極的に新しい取り組みに挑戦した今年度
は、保育を発信していくことに力を注いた。ま
ずは保育の中身をしっかりと伝えるように意識
した。入所している保護者に対しては、保育を
丁寧に伝えることで保育を理解し安心感を持っ
てもらえたと思う。その結果、積極的に取り組
みに参加される姿が出てきた。保育を理解され
るうちに子どもの見方が変わり親子関係が良く
なったケースもあった。地域向けの情報には、
保育所に来て出来る情報を分かりやすく伝える
ことで、園庭開放を利用する地域の親子が気軽
に来られるようになった。親子で遊びに来たの
にむしろ親のほうが夢中になって田んぼでカエ
ルを捕まえる姿が印象的であった。園庭開放の
利用者も飛躍的に増加した。
　またホームページやポスター等を利用して、
保育の情報発信先を広げていった。その結果、
保護者に保育の様子を伝える、地域の子育て家
庭向けに園庭開放や各種の事業などの情報を伝
えるという従来行ってきた役割以外にも、地域
の方が保育所の活動を知り様々な協力が得られ
地域との繋がりが広がったり、京北域での子育
てや移住に関心を持っている他地域の子育て家
庭から問い合わせや実際に事業に参加されたり
と、保育所の果たせる役割が広がったように思
う。情報発信する頻度が増え、様々な人の目に
留まることになったせいか、過去にはなかった
地域の新聞やフリーペーパーから打診があり、
保育所が紹介されることもあった。
　情報発信を積極的に行うことによって、その
後様々な形として保育所に受信されることが分
かった。受信されたことを保育にいかし、また
発信しというその積み重ねをすることによっ
て、保育所の役割を高めていくことがあるので
はないか。今後も工夫を重ねていきたいと思う。
弓削保育所で行ってきた保育の発信方法を、次
に紹介したい。
①　わくわくだより（入所世帯向けに配布、
　保育所に掲示、ホームページに掲載）
　保育所のわくわくドキドキを発信したいと、
保育所だよりとは別におたよりを新設し、毎号
テーマを決め、不定期に発行した。出来るだけ
その時期の保育で伝えたいことを詳しく分かり
やすく記事にすることを心掛けた。
１）弓削保育所の今年度、大きなテーマは
「遊び」
２）子どもの運動発達と安全面から、大人の
役割を考える
３）カブトムシがやってきた！号外
写真⑰ 採り立て、茹でたての味は格別！
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４）どうせやるなら、ほんまもんの体験を！
号外
５）食べることは、生きること　〜弓削保育
所の食育の取り組み〜
６）園庭にユンボがやってきた！池づくり、
本格始動
７）描きたい、作りたいと思った時に、取り
組める環境へ
②　保育を伝える写真展（夏祭りや運動会等、
　多くの方が来所される行事の際に）
　保育の様子を写真に撮り、段ボールの台紙に
飾り、ホールや廊下、保育室等に展示した。入
所している親子だけではなく、地域の方、園庭
開放で遊びに来られた保護者など、色々な方に
保育を知ってもらうことが出来た。取り組みが
良く分かると評判であった。保育士と保護者が
同じ写真を見ながら、語り合うきっかけにも
なった。
③　ホームページの発信
　ホームページを利用し、四期ごとに写真を織
り交ぜ保育の様子を伝えたり、地域の親子が保
育所に来て出来ることを分かりやすく紹介し
た。ホームページのトップページに素敵な挿絵
を描いてくださったのも、地域の方のご厚意で
ある。
◇いのち紡ぐ弓削の里
http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/
page/0000187261.html
豊かな自然の中で生き生きと育つ子ども達の様
子を、写真とともに紹介している。
◇地域支援「ぴよぴよ」をご利用の方へ
http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/
page/0000182569.html
毎月の子育て通信の掲載や、園庭開放、半日親
子保育所体験など保育所に来て出来ることを項
目別に紹介している。
④　ポスターの掲示
　京北域の子育て世帯だけでなく、京都市内の
子育て世帯にも積極的にアピールをし、園庭開
放を利用してもらうことで、京北を知ってもら
う機会を作ろうとポスターを制作し、公的機関、
主要施設（道の駅、キャンプ場など）に掲示し
てもらった（図３）。
写真⑱ 「保育を伝える写真展」の様子
図② 弓削保育所のホームページ
図３ 京北の保育所を紹介するポスター
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９　まとめ
　竹林に伐採に行き、必死に穴を掘った４月。
振り返ると異動して子ども達に初めて出会っ
て、何かを変えたくて、夢中で身体を動かして
いた。職員集団も大幅に変わったなか、取り組
みを進められたのは、何でも言い合える職員関
係の同僚性があったからではないかと思う。や
りたい想いがあり、保育を語る。所長・保育士・
調理師の立場を越え、職員誰もが弓削の子ども
達のことを考えた。時には計画が後先になるこ
ともあったけど、その場その時に「子どもにとっ
てプラスになるか」という視点で話し合うこと
が出来た。取り組むうちに保育の共通理解も深
まり、誰が質問されようと保育を語れるように
なった。自分自身この職員集団で前向きに支え
合いながら保育が出来て、本当に幸せだと感じ
ている。
　最近の子ども達を見ると、自分のやりたい思
いをしっかりと出し、意欲的な姿が出てきてい
る。また、一人の力でやりきることが難しかっ
たら友達に聞いたり協力したりと、人と関わる
力がついてきた。それは田んぼ作りや池作りの
過程で、子どもを取り巻く大人たちがひたむき
に汗を流し、協力し、挑戦したからだと思う。
保育士が「頑張れ」と言葉にするのは容易いが、
実際に大人達が課題に向き合う姿を見せること
で、子ども達は感じ取って学ぶのである。
　取り組みを通して、様々な人と地域の協力を
得て、私たちだけでは到底出来ない保育を創る
ことが出来た。それは保育士が保育を伝え、想
いを言葉にし、発信していったことがきっかけ
になったのだと思う。人と地域の繋がりが保育
を創ったし、保育を創ろうとしたことで、人と
地域が繋がったのだと確信している。
　京北地域では、地域力を活かした「公助・共
助・自助」の子育て環境が問われている。過疎
化が進むなか、安心して子育てが出来る環境作
りは、保育所だけでは難しく、地域住民の力は
必要不可欠となっている。保育を保育所内だけ
で行うのではなく、地域を積極的に活用し協力
し合うことによって、京北の子ども達の育ちを
共に考え、良き協力者が育っていく。そのよう
な積み重ねをすることによって、保育所が子育
ての施設だけではなく、過疎や少子化といった
直面している課題を乗り越えられる「地域の核」
となる施設になるのではないだろうか。保育の
持つ力の可能性が広がり、地域の未来を切り拓
くことを期待している。
　また食を通して、子ども達と楽しみながらこ
の地域に失いつつある文化を保育に織り込んで
いきたい。文化の伝承とともに、子ども達が「こ
の地域に生まれてきて良かった」、「この地域が
大好き」という郷土愛が育めたらいいなと思う。
幼少期にこの地域で育ったことが嬉しかったと
思えた子ども達は、それぞれの道を歩みながら、
心のどこかで京北の未来を考えてくれるのだと
思う。
　弓削保育所の取り組みは、まだまだ始まった
ばかりである。保育のねらいを保護者や地域に
伝え、多くの人と地域と繋がることによって、
この地域がいつまででも存在し続けるように、
積極的に役割を果たしていきたい。
○注　「京都 京北未来かがやきビジョン」
　右京区京北地域について、京都市との合併（平
成１７年４月）以降、「京都市・京北町合併建
設計画」及び「京都市過疎地域自立促進計画」
に基づき、各種事業を着実に実施し、発展に向
けた土台づくりに取り組んできたが、地域活力
の低下が懸念されているため、合併から １０
年を一つの契機として、魅力溢れるこの地域を
しっかりと未来に引き継いでいけるよう、京都
市市民文化局が「京都 京北未来かがやきビジョ
ン」として平成２７年８月に策定した。
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